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長らくお世話になり、ありがとうございました 
ヨット部部長 江石 清行

 去年の秋ぐらいには、日本ではすっかり収束していくかと思われたコロナ感染が、今年に
なって急激に再拡大しています。感染力の非常に強いオミクロン株の出現で様子が変わっ
てきています。重症化することが少ないので少し安心と思いがちですが、感染が 100 倍増
えてしまえば、重症化率が 1/10 でも重症者は 10 倍になります。 

さて、長く顧問をしていましたが。２０２２年の３月末で定年退職になりますので、ヨッ
ト部顧問も離れ、後任の先生にお願いすることになります。長い間ありがとうございました。 

私がディンギーに乗り始めたのは、大学三年生からでした。二年間の教養課程の後、四年
間の学部生の間、安房勝山にある千葉大医学部の海の家、勝山寮の寮委員として毎年約一ヶ
月半の夏休みの間、寮を訪れるお客さんと一緒にセーリングを楽しみました。遊びに訪れる
学生や職員、ゲストをもてなすのが主な仕事ですが、昔の木造校舎を利用した建物の維持管
理だけでも、屋根のペンキ塗りなど一年を通して関わっていました。開寮中は一日、勝山海
岸で過ごしますが、二、三艇あるディンギーにゲストを乗せてセーリングして楽しんでもら
います。その頃、ディンギーの楽しさを覚え、艇購入のためにヨットスクールを開いたり、
都心でパーティーを企画したりして購入費を準備しました。安房勝山でトラックを借り、富
津金谷からフェリーで神奈川久里浜に渡って 16フィートのヤマハのシーラークを買いトラ
ックに乗せて帰りました。6年生の最後の夏に、そのシーラークで勝山海水浴場から三浦半
島の大浦海岸までで東京湾を横断したのは楽しい思い出です。また OB のクルーザーや、全
学外洋部のクルーザー「黒潮三世」にも乗せてもらい海への夢が広がりました。 
大学卒業後は東京女子医大の心臓外科に入局しましたが、時々勝山寮を訪れたり、数年、

三浦半島にシーホッパーを置いて楽しんでいたこともありました。カルファルニアの
UCLA に留学していた時、家内と二人でマリーナデルレイでディンギーをレンタルしたこ
とが有りましたが、ハーバーを出るのに数時間かかり、出たとたんに大波にびっくりして引
き返したのが思い出されます。 

42 歳で長崎に赴任してきましたが、長崎の海の近さや美しさに心が揺さぶられ、吉原さ
んから Yamaha28Ft を譲り受け、アルパマを起点に普段は大村湾の中で学生たちと一緒に
楽しんで、そのうちヨット部のOBOGの方々とも親しくさせていただき、５月の連休には
家内や子供も一緒に五島列島のクルージングにも連れて行っていただきました。阿南先生
や村田さん、矢津田先生、牛島先生、波多野さんや大間さん、福田先生や藤原先生とは特に
親しくしていただきました。私はヨット部やレースは未経験でしたが、吉川前顧問の定年退
職の際に顧問になるよう言われましたので、そのまま引き受けました。私は心臓の外科の教
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授でしたので、長時間の手術を毎日のようにこなして、日に二例の手術の日も多く、術後の
管理でも神経をすり減らしていました。気がかりな患者さん方を抱え、疲労や不眠の中で明
日の手術に備える生活は厳しいものでした。新人歓迎会やクリスマス会は可能な限り出席
するようにしていましたが、十分にはお役に立てなかったことだろうと思います。その間、
実質的にヨット部の指導をしていただきました貝原先生や岡田さんをはじめ多くの OBOG
の方々にはお礼を申し上げます。個人的には 15 年ほど前からサンセットに移って、
Holomoana でのんびりと楽しんでいました。沖縄や、その後はパラオへのロングクルージ
ングも夢に抱いていましたが叶いませんでした。長く一緒に乗ってくれた ME の山下君に
もお礼を言いたいと思います。長崎での 23 年の間に、五島クルージングの時は小学生低学
年だった息子も成人し、意外なことに私の医局で同じ道を目指しています。

退職後は福岡の西区の小戸にも近い白十字病院というところに心臓・弁膜症センターを
作っていただきましたので、そこを拠点に、長い手術診療で身に着けた経験や知識を生かし
て今までと変わらず手術や、指導さらに残した研究を続けていきたいと思います。 
最後になりましたが、長崎大学のヨット部の益々の活躍を祈念いたします。また、この間、

お世話になりましたOBOG の皆様にお礼を申し上げ、ご健康と、ご多幸を心よりお祈りい
たします。ありがとうございました。 
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顧問就任の挨拶 
 
早春の候、 
長崎大学ヨット部の OB、OG、現役部員の皆様、長引くコロナ禍をいかがお過ごしでし

ょうか？ 
先日、福田先生、貝原先生より、長らくヨット部の顧問をしていただいておりました江石

清行先生の退任のため、ヨット部の顧問を引き継いでくれないかとの話がありました。私も
定年まで残り 2 年ですので、その間に海に、そしてヨットに興味を持っている長崎大学勤
務の先生を探して、その後の顧問を依頼することが大事なことだと考え、引き受けました。
短期間ではありますが、長崎大学ヨット部の存続、発展のため微力ながら尽くしたいと思っ
ておりますので、OB、OG の皆様方には、今後ともこれまで通りのご支援をよろしくお願
い申し上げます。 
この機会にあらためて現役部員の皆様には、部活動中に事故を起こさないことを第一に

お願いいたします。しかしながら、万が一、事故が起こった場合には、その状況からどうや
って生き延びるか、窮地の者をどうやって救助するかを常に心掛けておいて欲しいと思い
ます。長崎大学運動部のなかでも長い歴史を持つヨット部には、多才で人間味あふれる OB、
OGの方々がたくさんいらっしゃいます。それぞれの対場で懐かしい現役時代に思いをはせ
ながら、現役部員の活動を応援していますので、いつでも頼ってください。特に事故が起こ
りかねない海上での部活動においては、いつも現地で指導をされている貝原、岡田、肥田先
輩方の助言、行動がロールモデルになると思います。海は時に激しく荒いこともありますが、
必ず穏やかな凪もやってきます。自然への畏怖、敬いを忘れることなく、ぜひヨット部の活
動を通じて、ワクワクするような挑戦、冒険心を培って、学生生活をエンジョイしてくださ
い。 
 簡単ですが、顧問就任の挨拶とさせていただきたく存じます。 
 

長崎大学医学部 林日出喜 
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琴風会会長挨拶 
S６０卒 肥田 剛一 

早春の候、会員の皆様におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。ま
た、平素よりひとかたならぬご協力ご寄付を賜り、現役部員一同深く感謝しております。 
まずは、子々川の様子をお伝えします。現在：男子５人＋女子２人＝合計７名です。コロ

ナの中、自粛！自粛！で練習時間がほとんど取れない状態です。しかし彼らは気持ちを切ら
さないよう、陸上トレーニング、山登りレクレーションなどでコミュニケーションをはかり、
部活動再開に向け、工夫した毎日を送っています。彼らの合い言葉は、貝原コーチからいた
だいた「明けない夜はない！」この言葉を信じています。
また、琴風会 OB 諸氏の近況も続々と入っています。「東京オリンピックのサポートをし

てきたよ」「魚釣りに行ったら、あの頃を思い出したよ」「フルハイクはもうできんやろうな
あ」などたくさんの声が届いています。なかには「主人がいつも楽しみにしていた琴風会詩
をお棺に入れてあげました。きっと昔を懐かしんで喜んで何度も読んでいるでしょう」と奥
様からの声もいただきました。長大ヨット部の皆様のお気持ちを表しているようで、熱く胸
にこみ上げるものがありました。会長として、皆様の心のオアシス「子々川」の灯を大切に
点し続けなければいけないと心に強く刻んだ一コマです。 
次に今年の現役の目標は、「全日本インカレ団体上位入賞」です。彼らはいつも「前を走

りたい！どうしたらいいですか？」と貝原・岡田両コーチに尋ねています。スローガンは「古
豪復活！」と張り切っています。 
次に会長の目標は「琴風会だよ！子々川集合！」です。今年こそ、この夢を達成したいと

上マークまでのコースを引いています。ブローが見えてきました！後日、琴風会の日程等を
ご案内させていただきます。ご意見ご要望などありましたらぜひお聞かせください。 
さいごに、今年は江石先生のご勇退にともない、新顧問を林日出喜氏にお願いしたところ

快諾をいただくことができました。林氏は現役時代「鉄人 林！」と呼ばれ、先輩から厚い
信頼を受け、後輩からも慕われた長大伝説のヨットマンのお一人です。国体優勝の吉村氏と
のフルハイクは「足しか見えない！」という到底真似ができない凄いものでした。ヨット部
にかける想いは圧巻です。きっと「マリアナ海溝」より深いことでしょう。これからますま
すヨット部の絆は、「舫い」のようにしっかりと結ばれた！と実感しました。 
それでは皆様のご健康を願い、子々川でお会いできる日を楽しみにいしています。 
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波に乗る 
長崎大学水産学部 4年 丸山浩希 

 
 4 年前、初めてヨットに出会ってから今日までの日々は本当にあっという間でした。振り
返ると友人、先輩方や後輩たち、そして岡田さんをはじめとする OB・OGさん方とともに
海上で切磋琢磨した日々、研修所で美味しいご飯を囲みたわいもない会話をした日々、緊張
した面持ちでインカレに臨んだ日々、新型コロナウイルスの影響を受け思うように活動で
きなかった日々、それでも工夫を凝らして練習を続けた日々、いろいろな日々が思い出され
ます。私は２年次から部長を務めていましたが、そのなかでたくさんの苦労がありました。
特にコロナウイルスが流行し始めてからは、部として目標に向かって活動することにも難
しさも感じました。ですが、喜びもある 4年間だったと感じています。部員全員で質の高い
練習ができたときや、その結果として自分や部員がスキルアップしているときです。こうし
て辛い時もある反面、喜びを感じられる瞬間もあることは、ヨットという競技の枠を超え、
様々な場面で通ずるものだと感じています。辛い時、その荒波から避けるのではなく立ち向
かい、うまく乗りこなす。言い換えると、辛い時も目標に向かって努力し続けるということ
です。すると、その後荒波に立ち向かった分だけ、その波を気持ちよく乗り越える。言い換
えると、喜びを感じることができるということです。この 4 年間様々なことがありました
が、私が学んだのは「波を上るときもあれば、下るときもあるように、人生はアップダウン
の繰り返しである」ということです。上がるときも下がるときも一喜一憂することなく、自
分の目標に向かって精進していきたいと思います。 
 また、これまで関わってくださったすべての方に感謝申し上げます。皆様がいなければ、
こうして引退のあいさつをすることができなかったと感じています。本当にありがとうご
ざいました！ 
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4 年間、楽しくすごした仲間！ 
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主将挨拶 
 
琴風会冊子をご覧の皆様、日頃より多大なるご支援ありがとうございます。この度、2022

年度主将を務めることになりました歯学部４年の金城です。 
 
去った 3 月上旬に追い出しコンパが慎ましく行われ 4 年間ヨット部を支えてくださった

丸山先輩、川上先輩、井上先輩、野原先輩、田丸先輩、山下先輩の６名の先輩方が社会とい
う名の大海に出艇されていきました。今まで本当にありがとうございました。また、顧問を
ご退任された江石先生にも長い間大変お世話になりました。皆様の更なるご活躍を心より
願っております。また、これにつきまして新体制が始動致しましたので、以下、2022 年度
幹部をご紹介させていただきます。（）内は学部・学年を記しています。 

 
主将       金城 伶旺（歯４）   

 副将       廣江 佑衣（水産４）  
主務       近藤 大 （水産４）  

小倉 直人（工学２）  
琴風       濵田 翔太（水産４）  
会計       徳田 彩花（水産２）  

 学連       原  雅治（水産２）  
 
 顧問       林 日出喜 先生（S55 年度 ご卒業） 
 

2021 年は別ページ記載の活動報告書の通り様々なレースに参加することができました。
大会の応援に駆けつけてくださった、島崎様（S57 卒）、羽野様（R１卒）も本当にありかと
うございました。 

 
戦績についてはは未だ下位から数えたほうが早いままですが、個人的にこれまでより他

大学と絡むシーンが増えたと思います。特に個人インカレ予選では右が伸びることを予想
した廣江・原がスタート後、大胆なコースを展開し上マークを 3 位で回航するも、下りのボ
ートスピードや技術が足りず惜しい結果になったり、団体戦予選では廣江・近藤、野原・金
城が上マークをいい位置で回航し、他大学と絡む集団ゴールであわや 10 位以内に入れたレ
ースなど、課題が明確に見えたレースが多かったように思えます。また、九州４７０選手権
と蒲郡で行われたシングルハンド選手権は近藤、金城が参加し、４７０の方では混みあった
スタートから抜け出すということの課題を発見し、蒲郡では地形と風の傾向をつかむこと
の重要さを知りました。蒲郡では参加艇数やレベルは高いものではありませんでしたが、近
藤が一時 2位をキープしたり、金城が下位の方から６位まで追い上げる展開などを経験し、

8



目的であったレース経験を積むことが達成できたと思います。 
レースの途中までは良かったのにーというのが近年の我が部の常です。圧倒的に練習量

が足りていないことが原因ですが、制限が多く設けられ思うように乗れなかった昨年の活
動のなかで、効率的に練習を行うことを重視して過ごしました。その甲斐もあってか、少し
前の景色を見られたことで、以前より大会後のハーバーを去るみんなの表情が晴れやかに
なっていることに個人的に大変嬉しく思いました。大会後も「こうしたら前を走れた」や「も
っとこれを練習したい」などの反省、意見が増え、部員一同ヨットレースを心から楽しんで
いると実感できた年でした。 
また、他大学、チームとのとの交流も以前より増えたように思います。コロナの影響で合

同練習の計画は達成できませんでしたが、九大や鹿屋、鹿児島、神奈川、時津Ｊｒ、長崎工
業、総科大などレース会場で知り合い、友人が増え、ヨットの知識や練習方法などを教えて
いただく機会が増えました。今後もこの繋がりを大切に残していけたらと思います。 

 
今年度のヨット部の目標についてですが、「琵琶湖インカレ＆全日本４７０出場です！」

と、言いたいのが個人としての本音ではありまが、現実に目を向ければ、部員数減少や練習
不足、実力不足が否めず、現状から程遠い目標だとも考えています。練習に取り組む部員の
モチベーションのためには、早急に目標を決定することが必要ですが、4 月現在必死に行っ
ている新歓を終えて、新しい仲間たちが加入してから今年度の目標を決めたいと考えてい
ます。活動方針としては 16~20kt の風域でボートスピードに集中し続けられるための体づ
くりを中心に、レースの各シーンを意識した動作練習を行っていきたいと考えています。そ
のために出艇前のランニング、坂ダッシュ、筋トレと、週一回授業後の松山の運動公園での
ランニング、筋トレを継続していきます。 

 
拙い文章ではありましたがお付き合い頂きありがとうございました。私たちが引退する

までの残りの約半年間、貝原さん、岡田さん、肥田会長、林先生のご指導のもと、後輩の育
成、自身の技術向上、なにより大学セーリングを楽しむことに全力で取り組んでいきたいと
思いますので、引き続き温かい眼差しで見守ってくださいますよう、よろしくお願いいたし
ます。 

 
          2022年度 長崎大学ヨット部主将 金城伶旺 
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２０２1 年度 琴風会収支報告 

【収入】 

 内   訳 金額（単位：円） 摘  要 

Ⅰ 年会費 ５４５，０００  

Ⅱ 阿南・矢津田基金 ５４７，５００ ２０２１年度までの総額６３２４，５００円 

Ⅲ 広告費 ２8０，０００  

Ⅳ 預金利息 ３  

Ⅴ 前年度繰越金 １，５７６，７０５  

 収入合計 ２，９４９，２０８  

 

【支出】 

 内   訳 金額（単位：円） 摘  要 

Ⅰ 通信費 ８４，８２０ 
「琴風」送料・振込手数料・その他切手代 

郵便局印字ｻｰﾋﾞｽ等・ホームページ経費 

Ⅱ 印刷代 １５１，３７１ 「琴風」印刷費 

Ⅲ 学生へ援助金 １，０３８，５２0 

新入生勧誘費用 

470 マスト 2 本 

艇運搬・整備備品等 

Ⅳ 活動費（慶弔費） ３４，３１０  

 支出合計 １，３０９，０２1  

 

差引残高   ￥１，６４０，１８７  2022 年 3 月 31 日現在 次期繰越金へ 

＊2022年 3月に退官される江石先生へ下記ロゴ入り記念品をお贈りしました 
 
 

 

 

 

NAGASAKI UNIVERSITY 
SAILING TEAM 

since 1954 
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医療法人楢林整形外科医院  

長崎市船大工町 5‐32 

No.46 

S33 入学  楢林 好隆 

医療法人江上耳鼻咽科
・めまいｸﾘﾆｯｸ 

長崎市銅座町 2‐15NKイリスビル 3F 

No.64 

S35入学  江上 徹也 

西 山 医 院  

広島県山県郡安芸大田町中筒賀 1556‐1  

No.70 

S36 入学  西山 英行 

はざま脳神経内科・内科医院 

長崎市中川 1 丁目 11‐28 

No.84 

S39 入学  迫 龍二 

株 式 会 社 鍋  島  

福岡市博多区吉塚 4-6-12-208 

No.92.93 

S41 入学   田中修一・光代 

税理士法人波多野アンドパ‐トナ‐ズ会計事務所  

長崎市万才町 6‐35‐2F 

No.100 

S42入学  波多野 徹 

佐 伯 医 院  

福岡市南区和田 1－4－18 

No.１６６ 

S５２入学   貝原 宗重 

医療法人福田ゆたか外科医院  

長崎市浜口町 3‐5 

No.116 

S43 入学  福田 豊 

医 療 法 人 勝 本 外 科 

日 帰 り 手 術 ク リ ニ ッ ク 
北九州市小倉北区足立 2‐1‐10 

No.131 

S45入学  勝本 富士夫 

みつる公認会計士事務所 

福岡市中央区荒戸 2 丁目 1‐8 

No.137 

S47 入学  盈 辰博 

井手耳鼻咽喉科クリニック 

宮崎県延岡市出北 1‐4‐12 

No.147 

S48 入学  井手 稔 

漢 方 薬 局 たんぽぽ  

筑紫野市筑紫 7-1 弁入ビル 1F 

No.153 

S49 入学  長田 理惠子 

  

 

肥 田 塾 （ 数 学 専 科 ）  
No.189 

S56 入学 肥田 剛一  諫早市真崎町 836-5 

 

本号も上掲の御協賛で発行することができました。 

ありがとうございます。 

 

オーケー薬 局  
長崎市銅座町 2－15NKイリスビル１F 

カサマツ薬 局  
諫早市山川町 1－5 

マリン薬 局  
長崎市浜口町 3－16 

わかば薬 局  
佐賀県西松浦郡有田町大木宿乙 844－4 

 大間 賢一 No.110 S43 入学 



支払先

2021年11月5日 470マスト　2本 450,065 西九州ヤマハ

2021年7月5日
艇運搬

子々川～小戸
113,465 ひかり運送

2021年8月3日
艇運搬

子々川～福田
44,165 ひかり運送

2021年11月5日
艇運搬

子々川～小戸＊2往復
九イン・九州470選手権

192,225 ひかり運送

2021年3月7日 新歓費用 150,000 現役へ

2021年4月1日～ 部品・セール修理代 88,600
TOK

西九州ヤマハ他

計 1,038,520

琴風会経費

2021年10月7日 琴風会ホームページ 13,500 JIMDO

2021年6月30日 琴風誌発送 48,960 長崎北郵便局

2021/7/15
～

琴風誌再発送
琴風誌原稿依頼

22,360 長崎大園郵便局

2021年6月23日 琴風誌印刷代 151,371 石田コピーセンター

2021/4/1~ 慶弔費 34,310

計 270,501

総計 1,309,021

細目・払い込み日
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皆で育てる「阿南・矢津田メモリアル基金」その 9 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲岡先輩アルバムより 

 
2021 年度にご寄付をいただきました 

 
 

 
          
 
 

 

氏 名 一 覧 

綾 部 洋 一 内 田 勝 久 川 嵜 滋 田 村 徳 子 濱田健一郎 水 谷 正 

新 井 田 充 江 上 徹 也 神 崎 修 塚 本 徳 雄 林 田 邦 雄 盈 辰 博 

案 納 強 大 串 豊 美 佐 々 和 明 徳 島 尚 林 日 出 喜 宮 崎 新 治 

荒 川 敏 明 大 間 賢 一 貞 松 孝 洋 中 島 貴 史 原 佳 伯 安 田 宣 子 

荒 木 秀 一 岡 田 薫 佐 藤 恵 子 永 富 和 義 肥 田 剛 一 八 島 敏 明 

池田まゆみ 岡田昌一郎 佐 野 義 一 中 村 道 夫 日 向 純 平 八 幡 和 幸 

生 駒 大 志 乙 吉 隆 司 柴 田 晋 作 西 山 英 行 藤 澤 信 明 山 口 俊 明 

井 手 稔 貝 原 宗 重 澁 谷 統 寿 仁 田 原 司 堀 居 堅 吉田智香子 

糸 永 雅 治 片 木 敏 彦 高 原 武 彦 迫 龍 二 前 川 清 隆 吉 村 博 史 

稲 岡 晴 紀 勝本富士夫 竹 本 悟 郎 畑 田 英 樹 前 田 貴 裕 米 原 浩 一 

上 田 健 鎌 田 普 吾 田 中 慎 二 波 多 野 徹 益 本 智 星 龍 尾 一 信 
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2021 年度も新型コロナウイルス流行のため現役の活動は厳しく制限されましたが、現役諸

君の努力によりなんとかインカレに遠征しています。しかし、新型コロナウイルス感染の増加

に合わせ子々川艇庫が使用禁止となるなど、部活動継続のモチベーション維持が困難な状況で

した。

会員皆様よりの会費・寄付はコロナ禍にもかかわらず、例年通りの状況となっておりますの

で、かれらのモチベーションを高める大きな助けとなりました。

会員の皆様、ありがとうございます！

基金への寄付は、5,000 円未満も大歓迎です。200 名を超える会員数ですので、皆

様のご厚情が集まれば、大きな力になります。

振込先： ゆうちょ銀行 口座番号：01890-2-42326 琴風会 

十八親和銀行 大学病院前支店 （普）０３０４０８ 琴風会  

振込みは、ATM にて休日・祝日も可能です。 

2022 年度、現役への援助予定 
試合遠征費（艇運送費）：

九州インカレ個人戦、九州インカレ団体戦、九州 470 選手権 
福岡小戸:150,000 円 x 3 、計：450,000 円（運送経費が上昇しています） 

艇整備費：                    200,000 円 
部員勧誘準備費： 勧誘チラシ作成・レンタカー代等：150,000 円 

琴風会事務局：貝原（佐伯）宗重 2022年 4 月 
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バラモン基金より現役に寄贈 

 昨年、琴風誌 48 号に掲載しましたよう、バラモン基金より寄贈（30万円）いただきまし
た。その際、バラモン基金を大切に育ててこられた藤原先輩（昭和 44年入部）より“現役の
ためにしっかり役立ように使ってくれんばぞ”とのお言葉をいただきました。 
 熟慮の上、ドンドン遠征をし“オリンピックを目指す”トップセーラーを生み出せる装備を
寄贈いたしました。 

現役の皆さん、いっぱいレースを楽しんで“トップセーラー”を目指してください！ 

470オーニング 3枚  117,880 円    ゆうこうマリン 

470ブライダル ３セット 133,507 円    Factory Zero 

レースタイマー 3 個   44,300 円    ヤシママリンサービス 

レーザー    パフォーマンスセイルクラフトジャパン 
   Composite mast と  

 ベイラー   77,452 円 

  計   373,139 円 
＊73,139 円は、琴風会より支出しました。   琴風会事務局 貝原 宗重 
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往時茫々 
岡田 薫（昭和 42年入学） 

 
 昭和 42年（1967年）4 月から 45年（1970 年）3月まで長崎大学医学部、ヨット部に在
籍していました。当時、猖獗をきわめていた学生運動のあおり（みせしめ）を受け、3 年目
で放校・自主退学処分をされました。（数年後、大学から処分は誤りであった、また私は半
年間休学していただけなので、そもそも放校・退学の対象ではなかった、復学できますとい
う通知を受け取ったが、後の祭り） 
 ヨット部ではスナイプ乗り、牛島信雄先輩のクルーで昭和 44年の九州インカレ（福田沖）
に出場しました。インカレ後、スキッパ―に昇格、クルーは福田豊、大間賢一でした。突然
ヨット部生活を断ち切られたので、私の脳裡には先輩、同期、後輩が、当時の若々しい顔と
姿のまま刻み込まれています。時間が止まったかのように。 
昭和 46 年広島大学医学部に入学しなおし、卒業後九州大学医学部第 1 内科に入局した。

長崎を出てから住んだ地を列挙すると、広島市（6 年）、福岡市（通算 25 年）、米国セント・
ルイス市（2 年）、北九州市（4 年）、大分市（16 年）になります。 
 70歳で定年退職し、現在検診医・産業医として週 3－4日勤務。2年前から 1 人でテント
キャンプ（ぼっちキャンプ）を始め、焚火の揺らめく炎を見ながら、酒をぐびりと飲んでい
ます。 
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私も琴風誌編集長 
昭和 42 年教育学部入学 草野 義昭 

1967-1971 学生時代 
中学・高校時代は剣道をやっていたが、汗臭い胴着を着てやっていたのでこれでは女性
との縁は期待できないと思い、大学生になったら何をやろうかと考えていると長大ヨッ
ト部（女子 幸田、中原先輩？）が国体で優勝したとの報道を知りヨット部を目指すこ
とにしました。ところが現実は厳しく、ヨット部での服装は剣道の時とあまり変わらず
汗臭いヨット着とゴム草履でした。入部歓迎クルーズでは乗っていたデインギーが前島
近くで強風により沈して危うく一命を落とすところでした。
学生時代は大学へ行くよりも子々川の合宿所、バイト（家庭教師、修学旅行の添乗員、

キャバレー等）が遥かに多かったように記憶しています。
3 年生の時、琴風の編集担当に指名され色々な先輩を取材しましたが、印象に残って

いるのは、故谷津田先輩のお母様から「編集長、編集長・・・」と親しげに話しかけら
れ強い励みになったことが未だに耳に残っています。また、渋谷先輩の下宿（住吉？）
で徹夜で編集の仕事をしたことが記憶に残っています。 

1971-2011 第一次社会人時代 
１９７１年に卒業し京都の旅行会社に職を得て海外旅行の営業、添乗、発券（国際線航
空券）を 4 年ほど経験しました。入社二年目くらいに卒業以来始めた琵琶湖でヨットに
乗りましたが、デインギーだったかスナイプだったか記憶にありません。また、それ以
来全くヨットに乗った事はありません。京都での 4 年の間、初めての海外である香港に
団体添乗員で行き、それから東南アジア、アメリカ、ヨーロッパ等へ仕事・休暇で行く
機会がありました。また、営業と称して当時、大阪におられた故村田先輩を訪ね数回、
大阪北新地で美味しい酒・肴をごちそうになりました。 
そうこうするうちに、シンガポール航空から広島営業所で働いてみないかとの声がか

かり悩んだ末、広島に行き、女性社員と 2 人の営業所で 8 年間、中国・四国・九州地区
の旅行会社、企業を営業に回りました。勿論、長崎の旅行会社にも営業に行きました。 
１９８４年に、今度は名古屋営業所（社員 3 人）に行って欲しいとの話があり、一家

四人と犬 2 匹を連れて東名高速を真夜中に走り朝、名古屋に着き、そこで 3 年ほど仕事
をし、ある秋の日に旅行会社の人達とゴルフをしているとシンガポール人上司から電話
があり１ヶ月後にシンガポール支店に行かないかとの話があったので即行くことに決め
1987 年の 12 月におもちゃをいっぱい入れた段ボール箱を持って家族 4 人、大阪伊丹空
港からシンガポールへ初めてのファーストクラスで飛びました。 
その当時、日本は未だバブル経済の頃だったのでプール、テニスコート着きのマンシ

ョンに住ませてもらい、平日は、午前中ゴルフ、午後から仕事（日本企業支店への営業）、
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夜は飲み会、週末はマンションでテニスと夢のような生活でした。 
４年ほど外地に滞在すると日本の情報に疎くなったことに気が付きこれはまずい思い

上司に相談して１９９１にまた、名古屋へ戻りました。既に名古屋とシンガポール間に
定期便が就航していたので社員も 10 名くらいになっていました。しかも上司はシンガ
ポール本社から派遣された世界の有名な大学出の若くて頭の良い人でしたが、4 年間の
シンガポール駐在で慣れていたので仲良く仕事することが出来ました。この当時、日商
岩井名古屋支店におられた故・吉田先輩にもよく付き合っていただきました。またヨッ
ト世界一周で有名になった長江さんが名古屋市内でパブをやっておられたのでヨット部
の後輩を連れて飲みに行ったことを覚えています。 

 
2011-現在 

2011年に定年退職し、現在は海外旅行、外人旅行を扱う旅行会社の役員をやっています。 
先輩・後輩の皆さん、名古屋にお寄りの節は是非、連絡下さい。おいしい酒を飲みまし
ょう。 
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ハーイ、長崎から 
昭和 56 年ヨット部卒 貝原（佐伯）宗重 

 
 卒部して 40年目を迎えています。ヨット部での 4年間は、先輩・同期・後輩そして遠征
先での他大学ヨット部仲間、小戸での‘そろばん教室合宿所’のおじさん・おばさん、いろん
な人に出会いました。諸先輩からヨット部の標語として“夢は大きく”、“オリンピックを目
指せ”と、街で飲ませていただくたびに叩き込まれました。 
 先輩の言葉に操られた結果、1980 年（昭和 55 年）の全日本インカレ（in 西宮ヨットハ
ーバー）では、マボロシの全日本インカレ制覇を成し遂げました（詳細は？）。卒業後も“夢
は大きく”が、座右の銘となっています。 
 
 卒業後、長崎・佐賀・長崎・岡崎（愛知県）・カルガリー（カナダ）と転々とし、現在地
の長崎に戻って来ました。転々とする間、4 人の息子が生まれ、今、孫も 4人です。ずっと
男子ばかりでしたが、4人目の孫が女の子で、やっと女房の仲間ができました。 
今の住まいは子々川の近く（12Km あまりの道のりで、車で 15分）、子々川に孫を連れて

顔をだしています。また、ひょんなことから琴風会の運営にかかわらせていただくようにな
りましたので、皆様のご協力を改めてお願いします。 

 
ひょんなこととは、博多から長崎に戻るＪＲかもめの中で、当時NSAF（長崎県セーリン

グ連盟）理事長：藤田さん（愛媛大学ヨット部卒）ご夫婦とお会し、藤田さんより“長大ヨ
ット部は、どげんしようと？ 元気がなかごとあるばい”等の話があり、つい“夢は大きく”
が出てしまい、“琴風会から新艇寄贈等のサポートし、オリンピックを目指せる環境を作ら
んばですね”と言ってしまいました。その数日後より、“マリンクリエート琴風”の大先輩方
のお力を頂戴するため活動が始まった次第です。大先輩の皆様、今後ともよろしくお願いい
たします。長崎には、八百山君・林君・岡田監督（ヨット部監督として活躍しています）が
いますよー。 

同期を代表して、長崎より。 
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九州インカレ in 平川ヨットハーバー（撮影者：岡田昌一郎、写ってないよ！） 
 

22



 
 

長崎新聞（昭和 55年 8月）より、マボロシの全日本インカレ制覇 
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有田深川製磁＆子々川にて 
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天草海部より 
平成 9年入部 正角（吉川）雅代 

 
2021 年 11月から、13年ぶりに水産養殖業に携わることになりました。 

中途採用での本格的な就職活動は初めてで、知識も船の運転も追いつけるかなど不安だら
けの挑戦でした。 
しかし、天草で私が作った弱小の任意団体天草海部で水産人材の育成や海の環境教育に取
り組んできたこともあったせいか、何社か面接の機会もいただきどこも好印象で予想外に
すんなりと決まりました。 
私が選んだのは、天草下島の隣の島長島にある新しくなったブリ養殖会社です。 
スタートアップならではの大変さもあるのですが、上司は挑戦をたくさんさせてくださる
し、元々いらっしゃった従業員の方はみな優しくて、背中で覚えろではなく手取り足取り
に近いほど丁寧に教えてくれますし、何よりも毎日のように大笑いしています。 
とても良い会社に巡り合ったと思います。 
ただ、単身赴任なので息子はまだ中 1だけどお父さんと二人で大丈夫なのかなど不安もも
ちろんあります。 
この間も父親が朝早く、息子のほうが遅く出るときに、息子は二度寝してしまい大遅刻し
たりなど、急に自分で自分のことをすることが増えうまくいかないこともあるようです。 
しかし、息子も遅刻しないよう少し工夫をするようになったそうです。 
私も息子の成長と一緒に私自身も精一杯頑張ろうと思います。 
※写真は出荷のために朝早くから海に出たときの朝焼け 
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釣り人バンザイ 
H23 年卒業 大田響介 

 
 

H23 年卒スナイプに乗っておりました大田と申します。入学式前のオリエンテーション
の日、高校の先輩でもある大門さんに今は無き天狗党に連れられ、その場で入部を決めま
した。あれからもうすぐ 15年経ちますが、最近は琴風の運転で磨いた操船スキルを活かし、
時々サンセットマリーナのレンタルボートで魚釣りに出かけてます。魚釣りをされる方は
是非ご一緒できればと思います。 
縁あって長崎に住んでることもあり、今でも先輩や後輩と飲みに行ったり、遊んだりす

ることも多いです。県外の人とは誰かの結婚式くらいでしか会う機会もないですが、久し
ぶりに会っても昔のままの感じで過ごせるのもヨット部のいいところだなーと感じてます。
コロナ渦でいろいろ大変ですが、状況が許せばまたみんなで集まりたいですね。長崎で待
ってます。 
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「風が好きなのは、生まれか育ちか？」（近況報告） 
平成 20 年入部 川瀬 翔馬 

 
 私は、２年前にふるさと「島根県」に水産職員として、Uターンしました。それまで
は、卒業後に長崎を離れ未開の地「横浜」で建設コンサルタントに就職し、６年間海上作
業に明け暮れていました。12 年ぶりの島根暮らしは、日々再発見で充実しています。 
 
この度は、近況報告ということで、最近気になったことを綴ります。 

 
 冬の山陰地方は、強い西風がよく吹きます。 
 
 冬のとある日に、２歳の息子は、私と玄関を出た途端に阿鼻叫喚です。 
 私は「なぜ？」。 
 はい、息子は強風が大嫌いです。日本海側の冬風は凍てつき、幼児には酷です。 
 
 御察しのとおり、風好きは育ち（経験）の問題であり、私も 470 で当時風を求めていた
だけで、ヨットを知らない息子が強風を避けるのは自然のことです。 
 
 そんな日常を目の当たりにし、私は「いつか、息子も風が好きになるのかな？」と、微
かに期待を寄せています。 
 
 最後に一言あります。 
 
 出雲空港に立ち寄りの際は、「ショーマ、１杯飲まんかや」と、声を掛けていただけれ
ば、駆けつけます。あっ、違うか「飲まんね」か。（今は、コロナ禍で難しいですが） 
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私と上機嫌で買い物に行く息子（無風） 
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2021年度 長崎大学全学ヨット部活動報告書 
 

 活動 開催場所 

7月3日～４日 九州学生ヨット選手権大会個人戦 
小戸ヨットハーバー 

（福岡） 

10月9日～10日 九州学生ヨット選手権大会団体戦 
小戸ヨットハーバー 

（福岡） 

10月23日～24日 九州470選手権 
小戸ヨットハーバー 

(福岡) 

10月30日～31日 長崎県民体育大会 
福田サンセットマリーナ 

（長崎） 
10月30日～ 

11月1日 
全日本学生シングルハンドレガッタ

大会 
海陽ヨットハーバー 

(愛知・蒲郡) 

 

 OBの皆様方、私たち長崎大学ヨット部へご支援いただきありがとうございます。 
 新型コロナがもはや旧型になりつつあるように思われた2021年度でしたが、徐々に制限
付きではあるものの県外への移動が許可されるようになり、昨年とは異なり公式の大会に
参加することができました。 
 
 コロナの中で、人数も決して多くはありませんが、先輩方や後輩たちの協力もあり、出
来るだけ多くの大会に出場し、経験を積むことができたように思います。 
 1年を通して、時間制限や宿泊の禁止などがある中での練習がほとんどとなり、練習の
形態は大きく変化しましたが、時間の使い方を工夫しながら活動を行ってきました。 
 

逆風の中でもクローズホールドを突き進むヨットのように、現役一同2022年度

も全力で走り抜けていきます！ 

 
                          水産学部3年 濱田 翔太 
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九州学生ヨット選手権個人戦、小戸ヨットハーバー 
 

島崎先輩と、九州470選手権 in小戸のハーバーにて 
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市民・県民大会で優勝！！ 
 

全日本学生シングルハンド選手権 in 海陽ヨットハーバー（蒲郡） 
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小戸ヨットハーバーにて（九州学生ヨット個人戦） 

Facebook: 長崎大学ヨット部より 
九州 470 
お疲れ様です。昨日は疲労で１日くたびれていたクルーの近藤です 日曜までで全 6 レー
スを消化し、結果は 14位という結果になりました ただ、多くのものを勉強できたレー
スとなりました。まだセールカーブをうまく作れなかったり、浅くできなかったりと基本
的なところの課題が数多く残りますが新人戦までに改善し次はもっと前を走りたいと思い
ます。
ですが、悪い点ばかりでもなく九イン団体戦で上手くいなかったスタートは改善できた

りと少しずつ成長を確かめれる大会にもなりました。また、大会に参加するにあたり貝原
さんや東さんを初めとする OBさんの方々や福岡大学さん、運営の岡村さんには大変お世
話になりました。ありがとうございました  また芝さん(R3 年卒)から差し入れをいただ
いたり、九州大学さんに積込の手伝いをしていただいたり、三船さんと聖さんに陸海上で
指導していただいたりと、沢山の方にお世話になりました。ありがとうございました
まだまだ、未熟ではありますがあと一年足らずで必ず飛躍したいと思います。 
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お疲れ様です！ 
睡眠不足の 3 年の近藤です 昨日までの２日間で九州インカレの団体戦が行われました！ 
結果は相変わらず下の方を走ってますが、得るものが大きいレースとなりました。 
ペアは 
4453 金城(3) 野原(4) 
4454 濱田(3) 小倉(1) 徳田(1) 
4582 廣江(3) 近藤(3) 原(1) 
です。部員が少なく１年生も出場しないと団体戦には出れなかったので本当に参加できて
良かったです また、今大会を期に 4 年生は最後の学生の大会となりました  
自分を含め 3 年生は本当に現 4 年生にお世話になりました。思い返すと初めてレース出た
のも 4年生でしたし、めっちゃ迷惑掛けたし、今回だって研究室や国試など忙しいのに大
会に出てもらったり、積み降ろし来てもらったり、ここであげるとキリがないですが…。
本当に感謝してます。これからもお世話になりますが、来年は雪辱を果たし団体戦で全日
に出たいと思います！ 
また、大会では元琴風会会長の盈さんが沢山果物をいただきました！本当にありがとう

ございます 他にも大会に参加するにあたり大変お世話になった貝原さん他色々な方に
お世話になりました。ありがとうございました。また芝さん(R3 年卒)、竹中さん(R2年
卒)、鹿屋大学さん、九州大学さんにも沢山お世話になりました。ありがとうございました
今後は九州 470 とシングルハンドレガッタに出場予定です。 

 
 
お疲れ様です！ 
ヨット部 3回の近藤です。昨日まで九州学生ヨットの個人戦が小戸ヨットハーバーで開催
されました。結果は散々でしたが、吸収できることも多く大変意義のある大会になりまし
た。次の大会では意義があるということではなく、しっかり結果を出せるようなチームに
なるよう一層努力致します！また、個人でのレース反省や感想も Facebook で報告する予
定です。 
また、ハーバーまで矢頭さんご夫婦が差し入れを持ってきてくださりました。羽野さん

(R2 年卒)がハーバーからご声援をしてくださりました。九大 OBの芝さん(R3 年卒)から
ご声援と差し入れをいただきました。 
そして、艇の積込を手伝っていただいた九州大学ヨット部の方々には合わせてお礼申し

上げます ありがとうございました。 
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⻑崎⼤学ヨット部琴⾵会会則

第⼀条 本会は⻑崎⼤学ヨット部卒業⽣間の親睦交流及び⻑崎⼤学ヨット部
の後援を⽬的とする。

第⼆条 本会は⻑崎⼤学ヨット部卒業⽣及び⻑崎⼤学ヨット部に功績のあった
者で本会総会で承認された者より構成される。

第三条 本会に会⻑⼀名、副会⻑⼀名、役員若⼲名、会計⼀名、顧問数名を置く。
第四条 会⻑・副会⻑・役員・会計・顧問は総会の互選⼜は推薦による。
第五条 会⻑は総務を司り副会⻑はこれを補佐する。

役員は毎卒業年度の会員との連絡を密にし会の運営を司る。
第六条 役員会は会⻑の意のもとに任時かいさいする。

本会の運営は総会及び役員会の議決による。
第七条 毎年夏期に総会を開催する。その際、新年度の役員を改選し会計報告を

⾏う。
第⼋条 第⼀条の⽬的の為、OB レース・クルージング、現役部員と共に合宿訓練

などを⾏う。
第九条 会計は会員の会費及び寄付⾦によって運営する。

会費は年間五千円とし、会計年度は 4 ⽉から 3 ⽉までとする。
第⼗条 本会の名称を琴⾵会と称し、事務所は福⽥ゆたか外科医院とする。
第⼗⼀条 5 年以上会費未納の場合は「琴⾵」の発送を停⽌する。但し、その後

会費納付の際はその限りにあらず。
70 歳を超える会員については、会費納⼊は任意とする。
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編集後記 

本年も沢山の原稿をいただき賑やかな琴風誌ができました。ありがとうございます。 

Web版では、写真をカラーで掲載しています。 

“長崎大学ヨット部琴風会”にアクセスし、楽しい写真をご覧ください。 

皆様の寄稿を楽しみにしております。また、琴風誌について、ご意見・ご希望を是非ともご

連絡ください。 

貝原 宗重 

2022年4月記 
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